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　昭和34年度核／メ顎料資源調査の一環とし』ぐ，道南地域

糸㌻欝，＄（X）勧篇黛に対繭．叢雛ねノ浪1射煮塗蓬柴鍵議を蓼運、籔翼した，、携臨査の

結果，地域内の放射能強度分布が求められた、，地蜘橿）

放射能強度は一般に／惹桑強度ぴ）部分が広く分布し・ている．

高放射能強度地域とL、ては，後志麟太櫓郡・久遠郡下の

花縄岩とその醤細窺分布する叢生縢癒いし燕第三糸礪と

の境界付近に一漣ド）異常地域がみとめられる，，その他渡

島國松前郡下に広◇分布する宵生灘中および奥尻島の花

綴暴矯辺に若干の異常部分がみとめられる．

置．　緒　　蓄

　昭和34年度空1・繊貧射能探査の第難三1綱査を北海道南

部の地域で実施した，、、調査期脚瀬翻、134年8ノ蓼嶺三1一

魯月灘、1郵）3駐購1で》調三査灘積は約S，8（刷轍壕である、、

本調査は従来の調査と同様ノ．蕊地域概査であやて迅速に

広地域ぴ）調査を行なつて，放射能異常の存在する地域を

探索し，地一扇業査に有用な資料をうることを剛約として

いる⊂、

　調査には鑛者らグ）ほか，，小、難整志が一都期1二鑓参．纏し．た，，

奉翻繋探叢鎌餐

　なお結果婁鱒1に1登）たつて謬臨，

脇力／、醒，．た，、

図酎乍製に石1琳／翼子が

議．位麗および交逓

測定地域は．第i図に示Lた、，すなわち北海道南1蕪講ンニ
　
〆
，
北

は積、、膿、半、魏から爾は松懲1群至る地城であるQ

飛行の基地擦、ては、艶珠飛行場を使瑠L、ドた、、

は調査地城にもつとも近いダ幾行場で札幌市栄lllゴにある鶏

霧．　地形・地質および鉱蔭

　調査地域の地形は大たいにおいて標蕎S（）（｝撚以内の低

い地形であるが，一部に三，（勘○臓篇、、一ヒの葛1、1、1が欝え1てい

難、，す鶴妻・・．＞ち，地域北部の後志1遜麟丹恥美国ボ編縮瀬）各

郡の接する付渡1こは，積丹播（／，器舗⇒・余別岳（！，慧鰭）

轟雌ぞンネアンチシ葦三簿（／，／43）　縫享報糞嚇膿憂α，〔｝嚢1）萄釜騨）1．1、レ々カ＆
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志郡・後藩国久港聾郡の接する付近には遊楽部写ぐ靱27碁）・

太舞垂（叢野（〉53）・霞水毒、蓬献1夢蓋37）・冷水ヂ㌫（亙，”りの諸鍵

力　蹴熟ソ曜ぐマ・る，、

　さ栂に灘捲蝋妻憐祁の雛導ま　1輝射藁・舷鱗flli鷺鄭ぴ二擁魔i饗には大

千率碧難（議空（）72）噌檎千華誓書（！，（）53）力　戴えてい・　　しかしヲ

1総おスタトのそのギ艶のま離戴は糠“、／て嚢慧い霧穫の養也ラ拶をヲ離／浅

L、、てマ、るわ

　今薫鶉の震織麟藍では一一／l雛．．li景こ書壼、tドた、濡淋愛触1．1疑魯1地塗霧を1除iき

大たレ彗．，慧霧響翫鶏撚以下4）地ぎ醸こ対して探藤ド行な／）た，

　地域内を流れるおもな海川としては，地城北部におい

て北流し、．て余市織においてll本海1バ主ぐ余市川があ甑

｛翼舞粧蜜翼ず・麟魔一太を過ぎ，章辮箭して拶別麟1瓢〕諮いて舞本率毒

に入る尻別川，北流して欝綿湾に浅ぐ努　メ洲，礒1流して

磁藁フヲ寳i三鞠詫におい騨ぐ内演響薄に鑓三ぐ葵を7y霧i勺liのi締川がある．

　裳たま｝艶糞或呼ち央華弊1三を欝灘轡に壕叢蜘報副て．1頼朝那i淳響ぎプ野て彗三P叡

海に入る利別川，東流して八　鈎はで内浦湾／こ注ぐ遊楽部

川があり，葺癒毒葉撲奮撚では檬1峯曳部川が嚢獄に涙醗ゼぐ，難　1舞ゴ

北方において1奪本幸毎に入り，欝ノ川力爾流してヒノ麟

おいて澤二本瀧露こ注V・でいる、、また禽i内”iが嚇凝瀧し、“ぐ飴葉内

において津軽海銭1夷に涜．入してキ・る，、

　擁羅灘或ぴ）糞磁肇、二ついては，薩◎舞遜ン聴下資1糠灘1墨登野、。ki）

飢）フびタンの！／塩蟻薯葛勤鐸竈滋明麟醤）寿斗公二1：l／さ激！ぐい恐。　そオL

によると野この地域は葬鎖雛三1本の麺長と簿えられる古生

繍を基盤とt．，その上に藏接新第三紀下階の緑魚凝灰燐

か桑，なる‡融お煽には葛ま帰舞響斗藩最魚疑灰二轡／鰐をヨ飽とす考養

繋層が重なり，麗発在に至るまで火1．ll活動の薄、1しかつた地

歪幾ズ苓慶）る，、

　地質構造．ヒでは，iill本海側の寿都湾から，長万部・森・

函館を経て，脊森湾にわた｝），東北地方に延びる黒松内

低糞也嘗勤ごよつて：東誕ぎに二M二分される。

　灘；1熟竃では翌曇盤の話！壌擦　　を．よく舞馨出してマ・る。｝そして一

こには、難導海由脈が延、びているが，若い火lI．1括鋤は著しく

ない，、

　東部ではジ亀濁半、難の…部や獺振・後志の地域はわずか

に墓盤．が露拙しでビるだけでほとんどの搬域は／、1い火山

砕鶴磐灘報　綴われ型ぐいる。こ二、に郷須火由脈が3蓮）てい

る、、そして駒ケ岳・恵由・有珠爵・昭和1新街・樽前山整

の1、野火山や昆布岳麟羊蹄1、1沖雷電多許購1国内岳等の多く

の死火ili体がみられる。これ1三〉グ）火1嬉舌動1こ伴なうもの

として，洞爺・倶多楽・支笏等の火山性陥没湖や赤井川

カノレヂ勝がある、．、

　なお地城内での花轟岩の分布は渡島国爾志郡・後志繭

久遠郡・太櫓郡ドおよび傑志国1・顯棚郡』稼華に主としてみ

らオ亙〆る、

　鉱床については，瀬棚郡今金鵜丙の銅鉱床中や奥尻島北

部の花緯雛を1蕪盤とする茶溝／、鐸申部層の発達する地繍で

申部羅沖に分布する爽炭1い，および爾志郡熊石北方で

花編妻ぎ地坐或付近の混、泉沈殿物中簿糧蓬、吊がみられるとい

われるが，地滅内で窟だ著しい鉱床はみとめξ）れていな
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轟，測　驚　器

　調査に使矯した灘定器はシンチレーシ潔ンカウ　ンタ

（i籔（灘蝶Sζ》μissc一懇8むA． 墾），畿波蕩度計（1三i本

摩気AT－4A型）および位置判定用カメラ　（精機製俘

轡書製　 いカメラ）でフいずれ蓬ジ従！来の調盗にぎ吏用されて矯

る髪、ので，）れらについては，すでに報霧されているの

でその書兇明は省il晦穆㎜る、、

　雛舞菱に凌）た／）ては，　シンヂレ…シ「鶯ンカウン対こつい

一ぐはヲ1放穿擁辮療（むAEシンチ欝メータにイ寸／チ菟していた

ヂ隙溺輪蔓用）による計1数櫨を籟li瀞i定したズ妻霧2図），，嶽た

飛ず鍛擦猛くの定豪つた位鷹の．ヒ、空§（鴻實における謝達数

髄二の測定を行なつた（第3図）

　霧痩汁については，飛行機に付灘、する空食高度計とび）

比較測定を駕覇調査の繭後に海上において鍵施した，そ

の際空盒蕎度欝の読みは戴寄！）のタワーに連絡して修正

　（麟ti撚磁鍵s鍵癒懲）を行なつている・

　両者の植は本来一・致すぺきであるが，それぞれの欝械

2《鵬）
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／．、か記欝1鰐奪鑑ヂ）蒸簿涛叢．大畠たい同じで頃向にあぞ）煮とを磁難認摩叩

ることが必要と考えられ愚ので，毎難の比較測定を行な

つたもダγである，，漁！窺／藏の一…｛擁“を鐸導41翼に際≒し霞二、，
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影レンズ㌣は焦感綴騰雛勲．慕ζき繊のものを使用1甲．たから，飛

行機の速度毎秒暮無堵して大略驚（）笠・箋以．、ヒの藷度で飛行
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　た窟し，必要の場合にはそれぞれの引伸写輿の作製ま
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新出の連続写真を第難溝iとしてのせた。
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度となつている。地域北部で石英粗面岩と新第三紀層

　（川端層・福山層・滝ノ上層）との接する付近に400cps

以上の高放射能強度部分がみとめられる。B3測線の放

射能強度断面図を第8図に示した。

　6，3　C地域（潮路・長万部・寿都・太平山）

　地域中央部では主として新第三紀瀬棚層が広く分布し，

北部と南部には火山噴出物の分布がある。本地域は一般

に300cps以下の低い強度を示してV・る。

　一6．4　D地域　　（国縫・八雲・今金・遊楽部岳・狩場

　　　山・瀬棚・久遠）

　地域中央部は主とレて沖積層・洪積層からなり，北部

には一部花醐岩・ホルンフエルズ・新第三紀層（川端・

瀬棚・稚内層）がみら恥，南部の一部には花嶺岩∫・石英

’粗面岩・古生層・新第三紀層（川端・追分・稚内・福山

層）・洪積層等が分布している。’中央部の放射能強度は

一般に300cps以下の低強度を示している。

　北部の花闇岩と新第三紀層ないし古生層と接する付近

に300cps以上を示す部分がみとめられる。また南西隅

で花商岩と古生層ないし新第三紀層の接する付近に，一

連の400cps以上の高放射能地域がみとめられる。この

1地域はまた断層線に相当する羨うである。

　参考のためにD16～19の測線の強度断面図を第9図に，

またD18測線の写真を第10図にのせた。

　6．5E地域（遊楽部岳・相沼内・久遠・熊石）

　本地域は冷水岳・毛無山を中心とする花闇岩体の周辺．

地域をなし花嵩岩のほか，新第三紀層（福山層・滝ノ上

層・川端層・・瀬棚層）・安山岩等が分布している。地域

内では臼別川に沿う温泉および見市川に沿う見市温泉等
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の濫泉が湧出しているが，これら温泉の沈殿物申に薦放

射能を。示すものがみとめられているとのごとで凄）る「、

　高放射能地域としては花繍岩と新第黒．紀層（繍．1．1層）

の接する付近に畷沁噸s以一ヒの強度を堺す勉壕窯がみとめ

られる，，

　参考のため，E？，醜測線の強度断面図を第n図に示

した．

　蕪灘　欝地域，（大沼公園・函館・館・木1薫デ内・知内・

　　　　相沼内・江差欝．hノ困）

　地域北部には主として新第三紀層（追分・川端・稚内

層）が分布し，申央部から爾部にか／ナて古生層が広い分

布を示Lている。放射能強度は概して鍵磨叩溝以下の低

強度を示している。古生層と新第三紀層の接する付近に

感○○叩s以上を示す部分が2カ所みとめられる（第鶯
図），、

　難㌘　蔭地域（タミ瞬嚇・纏1峯傷福島・大千軒・厩容松離）

　本地域は調査地域鍛南部に位麗し，地域内には古生屡

が最も広く分布し，部分的には新第三紀麟（福山・川端

層）・安山岩締ぎ英糊、面岩等も分布している，堀域内に

は41）硫脚以上の薦放射能地域がいくつかみとめられる

が，いずれも古生凝撃1す婁にみいだ’され嶺、，

　第盤、図に強度断面図の一夙部を示した，，

　蕪器　鶯地域　（奥尻東；拝二部・同東購部・瞬顛；1ヒ部・固

　　　　薄南部）

欝一轡驚恥



濱慧ぎi覆雲構繋菱穆？　弄輩　襲・！　（鱗蔭ll．雲＝巻　 鋒茎ユi　季誉）

　藁本地城1汰奥夢熟、鶴全域を占めていぞン、，地域内では北部嘘、3

，，紅ぐメ申；曳霧i儲鳳ll鑓舗撃垂力縞づン贋興〆，　そグ）イ線、，　蓼籔、ノ ．i二覇釜藷lil鄭

川蠕施適分等の新第懸紀層や安1、翁鷹等が分布i、、てい礁。、

一“部には閃緑繊・玄鐡碧もみられ馨，，

　溝灘鰺嬉触の方斐舞・拝嶽謬重ミ／斐／汰ブくたレ・に建雌マ・勘て3《x）曝）s≦拡1下（7）

低強度、を；拳しているが，花醸舞聾の爾辺部において一・部3（鎗

（1郵以、．撤乃強度を示Lて、・・る。4｛聯糟s駆．．熟の轟放射能

強度は地域北醤嵜ilの花崩鷹周辺の一部にみとめられる。

参考のため2，3の強魔断癒図を・第饗図に示した．

分布する古生麟ないレ新第、鷺、紀層との境界付近轍みとめ

ら才しる一 礎落¢）肇寄肇哲糞患蕩典善激轍三婁範颯を参購！摩輔勲，，書ず幽？騰1麟義に一…・

漆女し、、ヲ　ーづ、難温三懲博一㌦～ミきもζオ）と、懇、｝b才し《）．、

　3）　声磁填慧癖響書IS愛　妻幾農毅薫擁蛮拷舞潟餐干恵に、1玄く蓬ン着ぎ噴唱る“1τ紺昼づ麟

中に若干の異拳1ながみとめられる，、

　雌）　奥尻島の花繍1暑周辺紅2，3ぴ）蕩放鮒能部分がみ、

とめら津Lる9

　　　　　　　　　　　　　　（昭湘34年3、月一9月調査）

窯　織

マ、結　　論

　7靴幸毎選嚢菊期箏糸勺5，＄（x）駄撚建グ）爵艶鏑建に対・して藍菱中方女身寸欝慧

探査を1爽施薫、、、て次の結果をえた、、

　Pり地域内の放射能強度は大たいにおいて3（）鉱翌）sメ、ソ、

臨ヂの嚢黛彊疑斐を甫隻脚一ず藷鷺薫ンヌ墾薫ζく麿ン墳ぎし〆ている，

　2）　騰誓方支舞寸禽議弓搬農灘熱溝戒と／』ぐ／愈ま霞孝或申夢乏音慰撒ラン噴計する

花纐岩の周灘．部にいくつかみとめられる。そのらち聾地、

域南翼弊欝後志麟太櫓郡・久遠郡下の花崩岩とその欝部／こ

1）　北海道地下資源調査所：20万分の！北海道地質図，

　　　　　　　　　（叢）艶　蓋§慕菖

2）　靖猛鍾華道議慮一ド≧欝溺1浅周礁露箏挙12｛）コび藁ン¢）三ン枇湧糞道li慰ノ鐸鷹1雪

　　　　　　　　　（／脚6）都辮男1書費　蒼憾慕

3）　碧崎章黒外3名ζ1董．津1，県南部地域空中方女射能探査
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